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【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細胞内インターフェロン産生を形成または刺激し得るウイルス感染を発症する危険性が
ある被験体において免疫応答を刺激するのに使用するための医薬組成物であって、
　治療的に有効な量のチアゾリド化合物と、ワクチン、免疫刺激剤、ノイラミニダーゼ阻
害剤、アダマンチン類似体または組換えシアリダーゼ融合タンパク質のうちの少なくとも
一つとを含み、前記チアゾリド化合物が、ニタゾキサニドもしくはチゾキサニドもしくは
ＲＭ－４８４８または、それらの塩、多形体、エステル、アミド、プロドラッグもしくは
誘導体である、前記医薬組成物。
【請求項２】
　前記被験体が、ウイルス感染、ガンまたは細胞内原虫感染を患っているか、あるいは、
ウイルス感染、ガンまたは細胞内原虫感染を発症する危険性がある、請求項１に記載の医
薬組成物。
【請求項３】
　前記チアゾリド化合物が、ワクチンとの組み合わせで投与される、請求項１に記載の医
薬組成物。
【請求項４】
　前記免疫応答を刺激することが、前記被験体におけるウイルス感染の処置または予防を
もたらす、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記ウイルス感染が、インフルエンザ感染である、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記ウイルス感染が、Ｈ１Ｎ１、Ｈ２Ｎ２、Ｈ３Ｎ２、Ｈ５Ｎ１、Ｈ７Ｎ７、Ｈ１Ｎ２
、Ｈ９Ｎ２、Ｈ７Ｎ２、Ｈ７Ｎ３およびＨ１０Ｎ７から選択されるウイルスにより引き起
こされる、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記ウイルス感染が、Ｂ型肝炎である、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記免疫応答を刺激することが、前記被験体におけるガンの処置または予防をもたらす
、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記ガンが、白血病、メラノーマ、非ホジキンリンパ腫または腎細胞ガンである、請求
項８に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記免疫応答を刺激することが、前記被験体における細胞内原虫感染の処置または予防
をもたらす、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記細胞内原虫感染が、クリプトスポリジウム（Cryptosporidium）種、リーシュマニ
ア（Leishmania）種、トキソプラズマ原虫（Toxoplasma gondii）およびトリパノソーマ
・クルージ（Trypanosoma cruzii）からなる群から選択される、請求項１０に記載の医薬
組成物。
【請求項１２】
　前記免疫応答を刺激することが、細胞内細菌感染の処置または予防をもたらす、請求項
１に記載の医薬組成物。
 
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　前述のものは、特定の好ましい実施形態に言及しているが、本発明は、そのように限定
されないことが理解されるであろう。当業者であれば、開示された実施形態には、種々の
改変がなされてもよく、このような改変が本発明の範囲内であることが意図されることを
気付くであろう。
 
　本発明は、以下の態様を包含する。
［１］
　それを必要とする被験体において免疫応答を刺激する方法であって、
　治療的に有効な量のチアゾリド化合物を含む医薬組成物を前記被験体に投与する工程を
含み、前記チアゾリド化合物が、ニタゾキサニドもしくはチゾキサニドもしくはＲＭ－４
８４８または、それらの塩、多形体、エステル、アミド、プロドラッグもしくは誘導体で
ある、前記方法。
［２］
　前記被験体が、ウイルス感染、ガンまたは細胞内原虫感染を患っているか、あるいは、
ウイルス感染、ガンまたは細胞内原虫感染を発症する危険性がある、上記［１］に記載の
方法。
［３］
　前記チアゾリド化合物が、ワクチンとの組み合わせで投与される、上記［１］に記載の
方法。
［４］
　前記チアゾリド化合物が、免疫刺激剤との組み合わせで投与される、上記［１］に記載
の方法。
［５］
　前記免疫刺激剤が、イミキモドまたはレシキモドである、上記［４］に記載の方法。
［６］
　前記チアゾリド化合物が、ラニナミビル、オセルタミビル、ザナミビルおよびペラミビ
ルからなる群から選択されるノイラミニダーゼ阻害剤との組み合わせで投与される、上記
［１］に記載の方法。
［７］
　前記チアゾリド化合物が、アダマンチン類似体との組み合わせで投与される、上記［１
］に記載の方法。
［８］
　前記チアゾリド化合物が、組換えシアリダーゼ融合タンパク質との組み合わせで投与さ
れる、上記［１］に記載の方法。
［９］
　前記免疫応答を刺激することが、前記被験体におけるウイルス感染の処置または予防を
もたらす、上記［１］に記載の方法。
［１０］
　前記ウイルス感染が、インフルエンザ感染である、上記［９］に記載の方法。
［１１］
　前記ウイルス感染が、Ｈ１Ｎ１、Ｈ２Ｎ２、Ｈ３Ｎ２、Ｈ５Ｎ１、Ｈ７Ｎ７、Ｈ１Ｎ２
、Ｈ９Ｎ２、Ｈ７Ｎ２、Ｈ７Ｎ３およびＨ１０Ｎ７から選択されるウイルスにより引き起
こされる、上記［１０］に記載の方法。
［１２］
　前記ウイルス感染が、Ｂ型肝炎である、上記［９］に記載の方法。
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［１３］
　前記チアゾリド化合物が、抗Ｂ型肝炎剤との組み合わせで投与される、上記［９］に記
載の方法。
［１４］
　前記チアゾリド化合物が、ワクチンとの組み合わせで投与される、上記［９］に記載の
方法。
［１５］
　前記チアゾリド化合物が、免疫刺激剤との組み合わせで投与される、上記［９］に記載
の方法。
［１６］
　前記免疫刺激剤が、イミキモドまたはレシキモドである、上記［１５］に記載の方法。
［１７］
　前記チアゾリド化合物が、アダマンチン類似体との組み合わせで投与される、上記［９
］に記載の方法。
［１８］
　前記チアゾリド化合物が、組換えシアリダーゼ融合タンパク質との組み合わせで投与さ
れる、上記［９］に記載の方法。
［１９］
　前記免疫応答を刺激することが、前記被験体におけるガンの処置または予防をもたらす
、上記［１］に記載の方法。
［２０］
　前記ガンが、白血病である、上記［１９］に記載の方法。
［２１］
　前記白血病が、ヘアリー細胞白血病または慢性骨髄性白血病である、上記［２０］に記
載の方法。
［２２］
　前記ガンが、メラノーマである、上記［１９］に記載の方法。
［２３］
　前記ガンが、非ホジキンリンパ腫である、上記［１９］に記載の方法。
［２４］
　前記ガンが、腎細胞ガンである、上記［１９］に記載の方法。
［２５］
　前記チアゾリド化合物が、ワクチンとの組み合わせで投与される、上記［１９］に記載
の方法。
［２６］
　前記チアゾリド化合物が、免疫刺激剤との組み合わせで投与される、上記［１９］に記
載の方法。
［２７］
　前記チアゾリド化合物が、抗ガン剤との組み合わせで投与される、上記［１９］に記載
の方法。
［２８］
　前記抗ガン剤が、ＳＴＩ５７１、ＣＧＰ７４５８８、１－β－Ｄ－アラビノフラノシル
シトシン（Ａｒａ－Ｃ）、ドキソルビシン、ダカルバジン、シスプラチン、ブレオマイシ
ン、ビンクリスチン、ロムスチン、ビンブラスチン、カルムスチン、ＤＴＩＣ、タモキシ
フェン、スニチニブ、ソラフェニブおよびインターフェロン－αからなる群から選択され
る、上記［２７］に記載の方法。
［２９］
　前記免疫応答を刺激することが、前記被験体における細胞内原虫感染の処置または予防
をもたらす、上記［１］に記載の方法。
［３０］
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　前記細胞内原虫感染が、クリプトスポリジウム（Cryptosporidium）種、リーシュマニ
ア（Leishmania）種、トキソプラズマ原虫（Toxoplasma gondii）およびトリパノソーマ
・クルージ（Trypanosoma cruzii）からなる群から選択される、上記［２９］に記載の方
法。
［３１］
　前記チアゾリド化合物が、ワクチンまたは、免疫刺激剤または、抗原虫薬との組み合わ
せで投与される、上記［２９］に記載の方法。
［３２］
　前記チアゾリド化合物が、トリメトプリム／スルファメトキサゾール、アトバコン、ク
リンダマイシン、ピリメタミン、スピラマイシン、ジミナゼン（diminazine）、ホミジウ
ム、スラミン、メラルソミン（melarsamine）、スチボグルコン酸ナトリウムおよびアン
チモン酸メグルミンからなる群から選択される抗原虫薬との組み合わせで投与される、上
記［３１］に記載の方法。
［３３］
　前記免疫応答を刺激することが、細胞内細菌感染の処置または予防をもたらす、上記［
２９］に記載の方法。
［３４］
　前記細胞内細菌感染が、ヒト型結核菌である、上記［３３］に記載の方法。
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